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光電気化学による水分解可能な材料の一つとして n 型 GaN は知られているが，陽極酸化によ

る表面エッチングの抑制が課題となっている. n 型 GaN 表面上への NiO 電気化学触媒の担持はそ

の陽極酸化防止効果があるとして提案されている. [1] 今回我々は, Ni(OH)2分散液を原料として用

いて，数 nmの NiO 粒子が数十 µmの島状となるよう担持した n型 GaN 光陽極で光電気化学測定

を行い, 特性評価を行うとともに，その反応機構についてバンドモデルや反応前後の NiO 変色か

ら考察した. 

サファイア基板上に有機金属気相成長法にて成長した n型 GaN（C.C. 2.0×1017 cm-3）を作用極

に用いた. 島状 NiO は Ni(OH)2分散液を GaN 表面に滴下後，低温アニールで作製した．Xeランプ

を光源とし，光強度は 100 mW/cm2, 電解液に 0.5M硫酸と 1.0M水酸化ナトリウム溶液を用いた. 

電解液による影響を確認するため NiO 担持ありとなしのサンプルで光電流密度の時間変化を

測定した結果を Figure. 1 に示す. NaOH を用いた場合のみ NiO 担持によって光電流密度に違いが

表れていることが分かる. [2] これは，NiO が正孔と OH-によって NiOOH（Ni3+）と変化すること

が関連していると考えられ，Ni3+が変化すること

で n 型 GaN の陽極酸化防止効果を示すのではな

いかと考えている．このことは，反応前後のサン

プル上 NiOの色の変化からも推測できる．反応前

の NiO担持サンプルは無色であるが，180分の測

定後は黒色に変化する．これは Ni2+が Ni3+へと変

化していることを示していると考えられる．ま

た，GaN と NiO のバンドエネルギーの関係性から

も反応機構について考察した．NiO 価電子帯のエ

ネルギーが GaN 価電子帯のエネルギーよりも高

い準位にあり，光照射により GaN で生じた正孔が

GaN価電子帯からNiO価電子帯へと移動し，そこが反応サイトになっていることを支持している．

反応サイトが NiO となることで n型 GaN表面の陽極酸化が抑制されていると考えられる． 
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Figure.1 The time variation of the photocurrent 
density with and without NiO using 0.5M H2SO4 
and 1.0M NaOH electrolytes. 
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